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（2） 

著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。 

まえがき 

この規格は，産業標準化法第 12 条第 1 項の規定に基づき，一般社団法人ビジネス機械・情報システム産

業協会（JBMIA）及び一般財団法人日本規格協会（JSA）から，産業標準原案を添えて日本産業規格を制定

すべきとの申出があり，日本産業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が制定した日本産業規格である。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本産業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 

 

 



 

 

  

著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。 

日本産業規格          JIS 
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印刷技術－印刷製品の環境側面の伝達に関する 

要求事項－第 1 部：印刷一般 

Graphic technology-Requirements for communication of environmental 

aspects of printed products-Part 1: General printing 

 
序文 

この規格は，2022 年に第 1 版として発行された ISO 22067-1 を基とし，欧州連合が公布した持続可能な

製品のためのエコデザイン規則（Ecodesign for Sustainable Products Regulation，以下，ESPR という。）を考

慮して，将来的な適用可能性及び国際的な整合性を高めるため，技術的内容を変更して作成した日本産業

規格である。 

なお，この規格で側線又は点線の下線を施してある箇所は，対応国際規格を変更している事項又は参考

事項である。技術的差異の一覧表にその説明を付けて，附属書 JA に示す。 

この規格は，印刷物の環境性能に関する情報を多面的かつ詳細に開示することを目的として作成してい

る。国内の既存制度は，基準値に対する合否判定が中心であり，十分な情報提供がされていないため，環

境情報の透明性向上を図る必要がある。 

この規格は，印刷物生産のサプライチェーンの参加者に対して，製品及び工程の環境側面の情報を効果

的に伝達するための要求事項を提供している。図 1 にこの規格が適用される幾つかの要素の概要を示す。 

 

 

図 1－印刷物生産の要素 

この規格に記載される要求事項及び基準は，一般的な印刷製品の技術的側面から，環境影響についての

情報伝達を促進するものであって，それら自体は認証システムではない。 

環境認証システムは，記載されている環境パフォーマンスの主張を確認するものであって，印刷技術及

び印刷製品に関連した多くの環境認証プログラム，例えば，世界エコラベリング・ネットワーク（GEN）
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